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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
は
、
一
月
二
日
の
午

前
十
時
よ
り
、
和
泉
市
議
団

と
と
も
に
、
和
泉
府
中
駅
前

で
新
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と

本
年
の
抱
負
・
決
意
を
街
頭

よ
り
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
真
心

か
ら
公
明
党
を
ご
支
援
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
月
四
日
か
ら
通
常
国
会
が

開
幕
し
ま
す
（
し
ま
し
た
）
。

通
常
国
会
の
召
集
が
一
月
と

定
め
ら
れ
た
一
九
九
二
年
以

降
、
最
も
早
い
日
程
に
な
り

ま
す
。
会
期
は
六
月
一
日
ま

で
の
一
五
〇
日
間
と
な
り
ま

す
。
冒
頭
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
対

策
や
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
案

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
公

明
党
は
、
国
会
論
戦
を
通
し

て
、
国
民
生
活
に
直
結
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
へ

向
け
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
夏
に
は
、
日
本
の
将
来

を
決
す
る
参
院
選
が
行
わ
れ

ま
す
。
公
明
党
は
こ
れ
ま
で

に
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大

阪
、
兵
庫
、
福
岡
の
七
選
挙
区
で
七
人
、

比
例
区
で
六
人
の
擁
立
を
決
定
し
ま
し

た
。

日
本
の
政
治
に
と
っ
て
、
人
口
減
少
社

会
が
現
実
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
経
済

再
生
や
地
方
創
生
、
経
済
・
財
政
一
体

改
革
な
ど
に
よ
り
、
い
か
に
活
力
あ
る

日
本
社
会
を
構
築
し
て
い
く
の
か
が
問

わ
れ
る
重
要
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。
自

民
、
公
明
両
党
で
安
定
し
た
政
権
を
何

と
し
て
も
維
持
し
、
日
本
の
直
面
す
る

困
難
な
課
題
を
し
っ
か
り
乗
り
越
え
て

ま
い
り
た
い
。

さ
て
、
昨
年
末
に
与
党
と
し
て
合
意
し

た
軽
減
税
率
制
度
。
軽
減
の
対
象
は

（
酒
と
外
食
を
除
く
）
飲
食
料
品
全
般
、

こ
れ
が
（
二
〇
一
七
年
四
月
の
）
消
費

税
率
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に

導
入
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

公
明
党
は
民
主
党
政
権
下
の
二
〇
一
二

年
、
民
主
党
、
自
民
党
と
と
も
に
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
の
協
議
を

行
い
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
た
分
の

税
収
す
べ
て
を
年
金
、
医
療
、
介
護
、

子
育
て
支
援
の
み
に
使
う
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
社
会
保
障
の
制
度
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消
費
税
率
の
引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
一

方
で
「
生
活
に
必
要
な
食
料
品
だ
け
で

も
税
率
を
軽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

庶
民
の
切
実
な
思
い
に
応
え
た
の
が
軽

減
税
率
の
導
入
で
す
。

公
明
党
が
大
切
に
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

日
々
の
買
い
物
な
ど
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
負
担
感
を
い
か
に
和
ら
げ

ら
れ
る
か
で
す
。
そ
の
点
、
食
料
品
全

般
に
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

食
べ
盛
り
の
子
ど
も
を
抱
え
、
食
費
が

か
さ
む
子
育
て
世
帯
な
ど
の
負
担
軽
減

と
し
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

自
民
党
お
よ
び
財
務
省
と
の
粘
り
強
い

議
論
の
結
果
、
こ
の
度
の
合
意
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
合
意
形

成
を
リ
ー
ド
す
る
原
動
力
が
公
明
党
で

す
。

わ
が
党
は
、
国
と
地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
力
で
、
一
人
ひ
と
り
の
声
に
真
摯
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
福
祉
や
子
育
て
、

中
小
企
業
支
援
な
ど
身
近
な
政
策
課
題

で
多
く
の
実
績
を
残
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
公
明
党
が
自
民
党
と
連
立
を

組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
ニ
ー
ズ

を
幅
広
く
受
け
止
め
て
民
意
を
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
軽
減
税
率
制
度

の
導
入
は
、
そ
の
証
左
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

夏
の
参
院
選
か
ら
は
、
公
明
党
が
実
現

を
強
く
後
押
し
し
て
き
た
「
一
八
歳
選

挙
権
」
が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

新
た
に
約
二
四
〇
万
人
の
有
権
者
が
誕

生
し
、
未
来
を
担
う
若
者
の
政
治
参
加

が
広
が
る
意
義
は
極
め
て
大
き
い
と
い

え
ま
す
。
若
者
が
政
治
を
身
近
に
感
じ
、

関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
主
権

者
教
育
な
ど
に
力
を
注
が
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
党
青
年
委
員
会
が
各
地
で
膝
詰

め
の
「
若
者
政
策
懇
談
会
」
を
精
力
的

に
開
く
な
ど
、
青
年
に
光
を
当
て
た
政

策
実
現
に
取
り
組
む
公
明
党
こ
そ
、
真

の
「
若
者
の
味
方
」
で
あ
る
こ
と
を
広

く
訴
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
倍
政
権
が
掲
げ
る
「
１
億
総
活
躍
社

会
」
に
つ
い
て
、
私
達
は
「
一
人
ひ
と

り
が
輝
き
活
躍
で
き
る
社
会
」
と
位
置

付
け
ま
し
た
。
全
て
の
人
が
自
己
実
現

で
き
る
社
会
が
１
億
総
活
躍
社
会
で
す
。

新3

本
の
矢
に
子
育
て
支
援
や
介
護
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
公
明
党
が
長

年
、
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
を
加
速
化

さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
。

難
病
・
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
々
に
対

す
る
支
援
や
、
希
望
出
生
率
１
．
８
に

直
結
す
る
取
り
組
み
、
介
護
離
職
ゼ
ロ

に
向
け
た
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、
一
人

に
寄
り
添
う
政
策
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

裏
面
へ
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女
性
活
躍
も
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

女
性
の
力
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
最
大

限
に
発
揮
さ
れ
れ
ば
、
社
会
に
活
力

が
漲
り
ま
す
。
公
明
党
は
こ
れ
ま
で
、

約
３
割
を
占
め
る
女
性
議
員
を
中
心

に
、
一
貫
し
て
す
べ
て
の
女
性
が
輝

き
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
長
時
間
労
働
を
減

ら
す
な
ど
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
さ

せ
る
取
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

妊
娠
・
出
産
を
理
由
に
退
職
な
ど
を

迫
る
マ
タ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
を
な
く

す
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

公
明
党
が
結
党
以
来
、
「
生
活
者
目

線
の
政
治
」
を
進
め
、
議
員
と
党
員
、

支
持
者
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
「
大
衆

と
と
も
に
」
と
の
立
党
精
神
が
党
の

根
幹
に
脈
打
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り

ま
す
。

日
本
の
政
治
を
安
定
さ
せ
、
政
治
課

題
を
解
決
に
導
く
た
め
に
も
、
本
年

も
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
公
明
党
へ
の
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

和
泉
市
は
、
本
年
九
月
一
日
を
も
っ

て
市
制
施
行
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

公
明
党
市
議
団
と
し
て
、
困
っ
て
い

る
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
政
に

反
映
し
て
そ
の
問
題
解
決
を
目
指
し
、

働
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公明党が一貫して実現に取り組んできた「18歳選挙権」が今夏の参院選からスタートする。

高校3年生を含めた18、19歳の約240万人が新たに有権者となる。

社会保障、財政赤字、少子高齢化など、日本が抱える政治課題はどれも若者の未来と直結する。

若者の声に応えられない社会に明るい展望は開けない。また一方で、若者のライフスタイルは

多様化しており、ニーズをつかむのが難しくなってもいる。

そこで公明党は、党青年委員会を中心に各地で懇談会を開催し、若者と意見を交わしている。

フェイスブックなどSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用も重要だが、膝

詰めの懇談では予想した以上に率直な声が聞ける。

例えば、就職活動（就活）の選考解禁日が1年で変わった問題について、学生からは「必要な

情報を正確に入手できるか戸惑う」などの指摘が相次いだ。また、「就活に掛かる交通費を補

助してもらいたい」「ブラック企業対策を強化してほしい」という当事者ならではの要望も多

く寄せられている。

単に要望を聞くだけで終わるのではなく、政策として具体化できるのが公明党だ。代表例は、

契約する携帯電話会社を変えても電話番号がそのまま使える「番号ポータビリティー制度」。

党青年局（現在の青年委員会）が1000万人を超える署名活動で実現への機運を高めた。

最近も、ブラック企業対策を盛り込んだ若者雇用促進法の制定をリードして実現したり、スマー

トフォンの料金引き下げを働き掛けたりしている。こうした「実現力」は他党を大きく上回る。

どの政党よりも若者を大切にする公明党ならではの特徴だ。

懇談会は、若者が政治への理解を深める場にもなっている。昨年12月に党学生局が開いた懇談

会の参加者は、「国会議員を身近に感じた。公明党の議員が若者の声を政治に届けたいという

思いが伝わった」と感想を述べている。

こうした双方向の取り組みが、若者の政治意識を変え、政治参加を促すことにつながるのは間

違いない。これまで以上に徹底して若者の声を政治に生かしてもらいたい。
（公明新聞：2016年1月5日（火）付）

主 張 青年政策 若者との懇談を生かす公明党


